










要約:鳥取先天異常モニタリングシステムで見つかっている先天異常を有する児について,

彼らの生命予後,医療・保健問題,療育・教員問題，社会生活・福祉問題について調査した

資料を過去の資料と併せて報告した。医療問題では 3歳までにほとんどの児が主として外

科系の医療を受けており,3 歳までの医療費が公的に保証されることが望ましく,療育・教

育問題では,校医に先天異常の専門医がアシスタントとして公的に認知されることが望ま

しく,福祉問題では,保健婦をはじめとした関係者へのガイドブック的な資料の必要性が望

まれた。


